
 

議案第４０号 

 

 

ひたちなか市指定地域密着型サービスの事業に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

   

 

ひたちなか市指定地域密着型サービスの事業に関する条例の一部を改正する条例

を別紙のとおり制定する。 
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ひたちなか市条例第  号 

 

 

ひたちなか市指定地域密着型サービスの事業に関する条例の一部を

改正する条例 

 

 

ひたちなか市指定地域密着型サービスの事業に関する条例（平成２４年条例第２

６号）の一部を次のように改正する。 

 

第１４条中「介護保険法施行規則（平成１１年厚生省令第３６号）第１７条の１

２」を「同項第１号」に，「看護小規模多機能型居宅介護」を「もの」に改める。 

 

 

付 則 

この条例は，令和６年４月１日から施行する。 
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 参考資料 

ひたちなか市指定地域密着型サービスの事業に関する条例新旧対照表 

旧 新 備考 

（指定看護小規模多機能型居宅介護の基本方針） 

第１４条 指定地域密着型サービスに該当する法第８条第２３項に規定する複

合型サービス（介護保険法施行規則（平成１１年厚生省令第３６号）第１７

条の１２に規定する看護小規模多機能型居宅介護に限る。）の事業は，要介

護状態となった場合においても，その利用者が可能な限りその居宅におい

て，その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう，その

療養生活を支援し，心身の機能の維持回復及び生活機能の維持又は向上を目

指すものであって，かつ，第９条に規定する指定小規模多機能型居宅介護の

基本方針を踏まえて行うものでなければならない。 

（指定看護小規模多機能型居宅介護の基本方針） 

第１４条 指定地域密着型サービスに該当する法第８条第２３項に規定する複

合型サービス（同項第１号に規定するものに限る。）の事業は，要介護状態

となった場合においても，その利用者が可能な限りその居宅において，その

有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう，その療養生活

を支援し，心身の機能の維持回復及び生活機能の維持又は向上を目指すもの

であって，かつ，第９条に規定する指定小規模多機能型居宅介護の基本方針

を踏まえて行うものでなければならない。 
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